
〔対象：小学校低学年〕
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②飾りをつける場合……あまり付けすぎると、 重

くなって、 よく回らなくなるので注意する。

2, UFOごまを作る

〔完成した図〕
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厚紙やダンボ ー ル紙を丸く切った中心に穴を

開け、 その穴にビ ー 玉を埋め込みます。

ビ ー 玉を軽く押さえ、 円盤のふちを強く回す

と回り出します。

このようなこまを作ると、「ニュ ー トンの色ご

ま」、「ベンハムの色ごま」、「混色ごま」 といわ

れるこまにして、 遊ぶことができます。
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• 厚紙（又は、 段ボ ー ル紙） ・ コンパス

・ ビ ー 玉 。油性マジョク（又は絵の具）

• 色紙 ・ カッタ ー ナイフ ・ カッタ ー板

• はさみ ・ セロハンテ ー プ

(1)円盤部分を作る。

①厚紙（又は、 段ボ ー ル紙） に、 円（半径の大き

さは、 任意だが、 10,...___,15cmがよい。）を描き、 は

さみで切り抜く。

②円盤の中心部に、 ビ ー 玉の大きさよりもやや小

さめの円を描き、 カッタ ー ナイフを使って、 切

り抜く。

〇カッタ ー ナイフの使用

によるけが を防止す

る。〔資料(2) カッタ

ナ イ フ の 使 い方を参

照〕
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(2)円盤の中心にビ ー 玉を埋め込む。

0ビ ー 玉の大きさよりもやや小さめの穴に、 ビー

玉を押し込む。

O右の図のような位

置まで入らなくて

もよいが、 はずれ

ないような位置ま

では押し込ませた
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O上になる部分に、 図のようにセロハンテ ー プを

はって固定する。

(3)UFOごまを回して遊ぶ

①回し方

0ビ ー 玉の部分を、 上から指で軽く押さえる。

0円盤のふちを強く回す。

②円盤の部分に色紙をはったり模椋を描いたりし

て、 回した時の様子を楽しむ。
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(c)ベンハムの色ごま

右のように色を塗ると、

速く回転している時は、 黒

色をしていますが、 回転が

遅くなると、 七つ の色が見

えるようになります。
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7色

0組合せる色を変えたり、 組み合わせる色の数を

変えたりして、 回転させた時の色の違いを調べ

る。
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